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はじめに

• このスライド資料は、令和5年12月20日時点のパンフレットをもと

に作成しています。

•令和5年12月以降の改正は反映されていません。

•私は、この助成金を申請したことがありません。

•今回は、顧問先に紹介できるよう、勉強してみたものを発表させて

いただきます。
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キャリアアップ助成金
（社会保険適用時処遇改善コース）とは？
令和5年10月20日から、

いわゆる「年収の壁」に対応するためのキャリアアップ助成金として、

社会保険適用時処遇改善コースが新設されました。

令和5年10月20日以降、事業主が新たに社会保険の適用を行った場合、

労働者１人あたり最大50万円を助成する、というものです。

社会保険適用時処遇改善コースは、

（１）手当等支給メニューと、（２）労働時間延長メニュー、（３）併用メニューに

分かれています。
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キャリアアップ助成金
（社会保険適用時処遇改善コース）申請の流れ
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対象となる労働者をチェック！
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（１）手当等支給メニュー
事業主が労働者に社会保険を適用させる際に、「社会保険適用促進手当」の支給
等により労働者の収入を増加させる場合に助成金が支給されます。

「社会保険適用促進手当」とは、

労働者が社会保険に加入したことに伴い、保険料の負担による手取り収入の減少
をしないように、事業主が手当を支給した場合は、本人負担分の保険料相当額を
上限として社会保険料の算定対象とされません。

また、事業所内での労働者間の公平性を考慮し、事業主が同一事業所内で同じ
条件で働く他の労働者にも同水準の手当を特例的に支給する場合には、同様に、
本人負担分の保険料相当額を上限として、保険料算定の基礎となる標準報酬月
額・標準賞与額の算定対象とされません。

ただし、令和5年度、令和6年度の2年間限りの措置です。

社会保険適用促進手当についての、その他のQ&AのURLを以下に貼付いたします。

https://www.mhlw.go.jp/content/001163156.pdf
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（１）手当等支給メニュー
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社会保険適用促進手当でないことに注意！
（つまり、賃金自体を増額させる＝標準報酬

に含める）
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（１）手当等支給メニュー
３年目に賃金（時給）を18％増額するパターン
時給１，０１６円、週所定労働時間20時間の労働者が、
適用拡大により新たに被保険者となるケース



（１）手当等支給メニュー
３年目に週所定労働時間を3時間延長し、賃金（時給）を3％増額するパターン
時給１，０１６円、週所定労働時間20時間の労働者が、
適用拡大により新たに被保険者となるケース
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（１）手当等支給メニュー
３年目に週所定労働時間を４時間延長するパターン
時給１，０１６円、週所定労働時間20時間の労働者が、
適用拡大により新たに被保険者となるケース

10



（２）労働時間延長メニュー

所定労働時間の延長により社会保険を適用させる場合に事業主に対して助成
されるものです。
以下の表の①～④のいずれかの取組を行った場合に、労働者１人あたり中
小企業で30万円（大企業の場合は22.5万円）を支給されます。
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（２）労働時間延長メニュー 活用ケース
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（２）労働時間延長メニュー 活用ケース
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（３）併用メニュー
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（３）併用メニュー 活用ケース
２年目に週所定労働時間を１時間延長し、
賃金（時給）を1 5％増額するパターン
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（３）併用メニュー 活用ケース
２年目に週所定労働時間を１時間延長し、
賃金（時給）を1 5％増額するパターン
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（３）併用メニュー 活用ケース
２年目に週所定労働時間を４時間延長するパターン
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（３）併用メニュー 活用ケース
２年目に週所定労働時間を４時間延長するパターン
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